
J-150-4S 　ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰSX-R用　4輪
このたびはジェットランチャーをお買い上げいただきありがとうございます。組み立てる前に下記を良く読んで組立をしてください。

各ネジ類を締める際は潤滑剤等を塗付して締めるようにしてください。

パッキングリスト　箱に入っているパーツを確認します。

番号 品番 名称 数量 税別価格/１個

1 JS301 取手ﾊﾟｲﾌﾟ J-150S&J-150-4S用 1 9,000 +税

2 JS302 ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｾｯﾄ､ﾚｰﾙ&ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付 2 11,000 +税 JL210BS付＆ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付

3 IB070120AB 44角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mm 8 2,500 +税

4 JL210BS ﾗﾝﾁｬｰ用すべるﾚｰﾙ 1.5M ﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ 2 1,900 +税 2番に付いています

5 Z6027 44角用ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟｽﾘｯﾄ丸穴付 黒 2 650 +税 2番に付いています

6 JS303 車軸ﾌﾚｰﾑ425mm　組込品J-150S用 2 7,700 +税

7 JS304 ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟ425mm J-150S、J-150-4S 2 1,800 +税 6番に組まれています

8 JS308 *車軸ｼｬﾌﾄ J-150S、J-150-4S 2 3,500 +税 6番に組まれています

9 Z44-1 44角車軸カラー 4 1,200 +税 6番に組まれています

P04-6-50 SUS六角ﾎﾞﾙﾄ6-60 2 65 +税 6番に組まれています

P23-06 SUSﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄｾﾚｰﾄ付　M6 2 70 +税 6番に組まれています

6-1 Z736-6 J-150-4S用車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ(ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟ50mm) 2 150 +税

10 JS307 44角ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ　235㎜ 2 1,500 +税

11 JS305 44角ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ　200mm 2 1,200 +税

12 Z6037 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽﾚ止(ﾎﾞﾙﾄM6-70付) 2 520 +税

13 JS220 ﾉﾌﾞﾅｯﾄM6φ50黒 2 520 +税

14 P04-6-60 SUS六角ﾎﾞﾙﾄ6-60 16 75 +税

14 P23-06 SUSﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄｾﾚｰﾄ付　M6 16 70 +税

15 P04-8-65 SUS六角ﾎﾞﾙﾄ8-65 8 98 +税

15 P05-08 SUSｽﾌﾟﾘﾝｸﾞワッシャーＭ8 8 10 +税

15 P07-08 SUSナットＭ８ 8 30 +税

16 Z521 Dﾘﾝｸﾞ 4 240 +税

17 TA30F Fﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 18x9.50-8ﾎﾞｽ幅133mm 2 15,000 +税

18 TA30J Jﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 16x6.50-8ﾎﾞｽ幅82mm 2 10,900 +税

19 JL100 ﾗﾝﾁﾝｸﾞﾌｯｸ ｽﾃﾝﾚｽ製 1 1,650 +税

20 JL405 ﾗﾝﾁｬｰ&J-2000用ﾛｰﾌﾟ8φx1.2M 1 500 +税

■組立手順 ※ 組立をする前に完成写真をよく見て、全体のイメージを頭の中で作ってください。

1 ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑの組み立て（左右2本）

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑのﾚｰﾙ部を上にして下側に44角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmをﾅﾅﾒｶｯﾄ部が内側に向くように差して穴を合わせ六角ﾋﾞｽM6-60を差し込み

反対側よりﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄM6で取付けます。

※取付位置は別図参照

2 車軸ﾌﾚｰﾑにﾌﾞﾗｹｯﾄを取付ける。

車軸ﾌﾚｰﾑ組込品に44角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmをﾅﾅﾒｶｯﾄ部が内側に向くように差し込み穴を合わせます

M6-60を差し込み反対側よりﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄM6で取付けます。

3  2ｾｯﾄの車軸ﾌﾚｰﾑにｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟを取付ける。

2ｾｯﾄのうち1ｾｯﾄは車軸ﾌﾚｰﾑにｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ200mmを、もう1ｾｯﾄは235mmを差込、ﾎﾞﾙﾄM8-65、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM8、ﾅｯﾄM8で取付けます。

4 車軸ﾌﾚｰﾑをﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｾｯﾄに取付

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｾｯﾄを逆さまにして、２本平行にならべ、ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟが付いている側のﾌﾞﾗｹｯﾄにｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ200mmの車軸ﾌﾚｰﾑを差込み

ﾚｰﾙ中ほどに付いているﾌﾞﾗｹｯﾄにはｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ235mmの車軸ﾌﾚｰﾑを差込みます。

ﾎﾞﾙﾄM8-65、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM8、ﾅｯﾄM8で取付けます。

※ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟは長さ200mmと235mmがあります、取付箇所に注意してください！

5 取手ﾊﾟｲﾌﾟの取付

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟの中へ取手ﾊﾟｲﾌﾟを差込ます、この時上下の向きに注意してください

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟと取手ﾊﾟｲﾌﾟの穴を合わせスレ止めにﾎﾞﾙﾄM6-70を差し込み、ﾉﾌﾞﾅｯﾄM6φ50黒にて締めます。

ﾗﾝﾁﾝｸﾞﾌｯｸをﾛｰﾌﾟにて取手中央へ結びます（ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟに直に結ばずに、ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟに通して必ずﾊﾟｲﾌﾟに結んでください）

6 ﾀｲﾔ装着

取手側の車軸ｼｬﾌﾄに車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ(ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟ50mm)を入れてＪﾀｲﾔ（小さい方）を装着し抜け止めDﾘﾝｸﾞを差します。

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ側にFﾀｲﾔ（大きい方）を装着し抜け止めDﾘﾝｸﾞを差します。

■使用上の注意

●SX-R、スパークより大きく重い艇は載せないでください、破損の原因になります。

●ジェットランチャーを使用する前に必ずネジ、ボルト類の点検、締め直しをしてください、緩んだまま使用しますとﾌﾚｰﾑ等破損の原因になります。

●悪路等走行する場合は前方の安全や路面状況を、よく確認してご使用ください、無理をしますとフレーム等破損の原因になります。

●輸送時は必ずランチングフックを艇にかけてください。
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完成写真

F

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟにｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟ
ｲﾌﾟ400mmを差込、
車軸ﾌﾚｰﾑを組ん
だﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟにｽﾀﾝﾄ
ﾞﾊﾟｲﾌﾟ200mmを差
込みM8ﾎﾞﾙﾄ類で
固定します。

Ｂ

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑにﾌｯﾄﾊﾟ
ｲﾌﾟを差込ます。車
軸付はﾚｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ
の端側です。

Ｃ ﾀﾝｸﾞﾋﾟﾝM8-55とＲ
ﾋﾟﾝにて取付ます。Ｄ

ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟに
取手を差込
ｽﾚ止め、ﾎﾞﾙﾄM6
-65、ﾉﾌﾞﾅｯﾄM6φ
50黒にて締めま
す。

E
ﾗﾝﾁﾝｸﾞﾌｯｸをﾛ
ｰﾌﾟにて取手に
結び完成です。
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A ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑにｼﾞｮｲ
ﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄBをﾄﾗｽ
ﾋﾞｽでﾅﾅﾒｶｯﾄ部
が内側の向きに
2個取付ます。完
成時ﾄﾗｽﾋﾞｽが外
側の向きになり
ます。

車軸ｼｬﾌﾄに
車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ
をかぶせM6ﾎﾞ
ﾙﾄ用の穴を合
わせます。

ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟにｼﾞｮｲﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄAを写真の
向きにかぶせ先ほ
どの車軸ｼｬﾌﾄをｶ
ﾗｰ側からﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟ
に差しｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹ
ｯﾄA、ﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟの
穴を合わせﾄﾗｽﾋﾞ
ｽM6-52、外側はM
6-45で取付。完成
時ﾄﾗｽﾋﾞｽが外側
の向きになります
。

もう一つのﾌｯﾄﾊﾟｲﾌﾟは
ｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄAのみを
組付けます。

G

パーツ品番図

車軸は2ｹ所で固定
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J-150-4S

②
車軸ﾌﾚｰﾑ組込品に44角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmを
ﾅﾅﾒｶｯﾄ部が内側に向くように
差し込み穴を合わせます。
M6-60を差し込み反対側より
ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄM6で取付けます。

③
2ｾｯﾄのうち1ｾｯﾄは車軸ﾌﾚｰﾑに
ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ200mmを
もう1ｾｯﾄは235mmを差込
ﾎﾞﾙﾄM8-65、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM8
ﾅｯﾄM8で取付けます。

①
ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑのﾚｰﾙ部を上にして下側に
44角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmをﾅﾅﾒｶｯﾄ部が
内側に向くように差して穴を合わせ
ﾌﾟﾗｽﾄﾗｽﾋﾞｽM6-60を差し込み
反対側よりﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄM6で取付けます。
※取付位置は別図参照

④
ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｾｯﾄを逆さまにして２本平行にならべ
ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟが付いている側のﾌﾞﾗｹｯﾄにｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ200mmの
車軸ﾌﾚｰﾑを差込み
ﾚｰﾙ中ほどに付いているﾌﾞﾗｹｯﾄにはｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ235mmの車軸ﾌﾚｰﾑ
を差込みます。
ﾎﾞﾙﾄM8-65、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM8、ﾅｯﾄM8で取付けます。

⑤
ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟの中へ取手ﾊﾟｲﾌﾟを差込ます
この時上下の向きに注意してください
ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟと取手ﾊﾟｲﾌﾟの穴を合わせ
スレ止めにﾎﾞﾙﾄM6-70を差し込み
ﾉﾌﾞﾅｯﾄM6φ50黒にて締めます。
ﾗﾝﾁﾝｸﾞﾌｯｸをﾛｰﾌﾟにて取手中央へ結びます
（ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟに直に結ばずに
　　ｱｲｽﾄﾗｯﾌﾟに通して必ずﾊﾟｲﾌﾟに結んでください）

⑥タイヤ装着
取手側の車軸ｼｬﾌﾄに車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ(ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟ50mm)を入れてＪﾀｲﾔ（小さい方）を装着し抜け止めDﾘﾝｸﾞを差します。
ﾚｰﾙﾌﾚｰﾑｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ側にFﾀｲﾔ（大きい方）を装着し抜け止めDﾘﾝｸﾞを差します。
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レールフレームの図

４輪にする際はこの穴の位置にブラケットを
付け替えてください。

２輪にする際はこの穴の位置にブラケットを
付け替えてください。



取扱上の注意事項

●段差のきつい所での走行や内
輪差による後輪の衝突などに注
意してください、破損の原因にな
ります。

●取っ手部での艇による手の
巻きこみに注意してください。

●ジェットの上に人を乗せての
走行は危険ですのでおやめくだ
さい。

●坂道では十分に減速し走行してく
ださい、急な動作で艇がズレる場合
がありますので注意してください。

●ジェットを水に降ろすとき、ジェットラ
ンチャーがﾀｲﾔの浮力の反動で飛び出
てくる恐れが有りますので注意してくだ
さい。

●ﾀｲﾔを車内に入れる際は０．５Ｋｇに
減圧してください。（別途タイヤ取扱説
明書を参照してください。）

ご使用前に必ず熟読しお守りください！　取扱説明書、パーツ表等は大切に保管してください。

 

ジェットランチャー

●ご使用前には必ずボルトやネジ、リベット等のゆるみがないか確認してください、ゆるんだまま使用しますと事故、破損の原因になります。

●ジェットランチャーをご使用の際は必ず複数人にて行ってください。

●輸送時は必ずランチングフックを艇にかけてください。

●各ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰの適応PWC以外は絶対に乗せないでください、破損の原因になります。

●動力等での無理な牽引は絶対におやめください。ﾊﾞｷﾞｰでの牽引の場合は別途ｵﾌﾟｼｮﾝにてJL268　ｶﾌﾟﾗｰｷｯﾄがございます。

●悪路等走行する場合は前方の安全や路面状況を、よく確認してご使用ください、無理をしますとフレーム等破損の原因になります。

●水が浸入した艇は予想以上に重量が増えていますので必ず排水してから乗せてください。

●定期的にｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰの各部が磨耗していないか等を確認して、磨耗していた時はすみやかに部品を交換してください.
そのまま使用しますと事故、破損等の原因になります。

●すり減ったレールでのご使用はリベット等で船体が傷つく恐れがあります、必要に応じて交換してください。

●艇によってはレール幅が合わずライドプレート等でフレームにキズつく恐れがあります。

●ジェットランチャー使用時、使い方によっては艇にキズつく恐れがありますのでご注意ください。

●長期にて保管される場合はタイヤの空気圧等を定期的にチェックしてください。

●素手足で不用意にパイプのカット部等触れますとケガの原因となります、必ずグローブ＆ブーツを着用の上ご使用ください。

●高い位置からの乗せ移し（トラック荷台等）は危険です、またﾗﾝﾁｬｰの破損の原因になります。

●その日の気象状況を十分に確認し、波風が強い日はご使用をおやめください
状況によっては乗せ上げの際、艇にキズつく恐れがあります。

●荒れた海面でのご使用はジェットランチャーが暴れますので十分にご注意ください。

●万一誤った組立て、もしくは使用方法でのトラブルには応じかねますのであらかじめご了承ください。

●不明な点、その他お問い合わせありましたら、お買い求めの販売店までご連絡ください。



 

(有)ファクトリーゼロ              TEL 046-238-9411 FAX 046-238-9422 

                                www.factory-zero.co.jp    info@factory-zero.co.jp 

                           タイヤご使用上の注意 

 

このたびは当社製品のお買い上げまことにありがとうございます。 

当社エアータイヤにつきまして下記のことに注意してご使用下さい。 

 

TA30F / TA30G / TA30J （F ﾀｲﾔ､G ﾀｲﾔ､J ﾀｲﾔ）（ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰ､ｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾝｸ、L700 等に使用）  

 ﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔです、ﾁｭｰﾌﾞは入っていません。 

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。特に夏場は直射日光にて内圧が高ま

ります必ず 0.8KG 以下でご使用下さい。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 冬になり気温が下がりますとﾀｲﾔの内圧が下がりﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔの為空気が抜けてしまう場合

が有りますので船を載せて保管される場合は時々ﾁｪｯｸをして下さい。 

 ﾀｲﾔが潰れたまま長期放置しますとﾀｲﾔがﾋﾋﾞ割れし空気再注入不可能となってしまいます、長

期保管の場合は台車の下にブロック等を入れておくと良いでしょう。 

 ｴｱｰ漏れでも早期に対処していただければ十分再生いたしますので時々点検していただける

ようお願い申し上げます。 

 

TA30A（A ﾀｲﾔ）（ｱﾙﾐﾗﾝﾁｬｰ、ﾄﾗﾝｻﾑﾄﾞｰﾘｰ等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 交換用ﾀｲﾔ(外側) ﾁｭｰﾌﾞ、別途販売しています、適宜交換下さい。 

 

TA30D（D ﾀｲﾔ）（ﾏﾙﾁﾄﾞｰﾘｰ、Z071 前輪、等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 1.0KG～1.5KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 

上記全てのﾀｲﾔについて 

●車軸部にﾍﾞｱﾘﾝｸﾞが内蔵してあります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部にはｸﾞﾘｽ等塗布しないようにして下さい、砂、

埃、が付着し磨耗の原因となります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ分は良く水洗してください。 

● ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部も消耗、紛失した場合は交換用部品ございますので、補修をしてください。 

● 空気を入れる場合ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等においてある自動車、ﾊﾞｲｸ用、空気入れで入れられます 

一般用自転車用空気入れではﾊﾞﾙﾌﾞ形状が合いません、詳しくはＨＰご覧ください。 

 

空気圧換算表 

㎏ Kpa(ｷﾛﾊﾟｽｶﾙ) pa(ﾊﾟｽｶﾙ) PSI(ﾎﾟﾝﾄﾞ) Bar(ﾊﾞｰﾙ) 

1 100 100000 14.2 1 

 

 

安全なマリンライフをお楽しみ下さい           (有)ファクトリーゼロ  


